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WilhelmRaabeの
「樅の木のエルゼ」について
巖諸 沢
（1）
W.ラーベの苦渋な生涯の足どりである数多い作品の示すものは,E.
ホッペも言っているように「人間がフモールによって，生存の可能性を自
らに発展させて行ったモデルケース」である。
ErhatgeradezueinenModelfalldaftirgeliefert,daBderMensch
mitdemHumoreineM6glichkeitdesExistierensfiirsichentwik-
kelthat…[(4)S.64]
彼が詩人として活躍した19世紀後半は，自然科学と工業との内的結合を
母胎とし，資本主義経済の急速な定着発展と相俟って，プロイセン・ドイ
ツがまたたくまに国力を増強させ，それを背景に対外的に国威を示して行
く時代であるが，その発展の勢がそれまでのドイツの歴史的な事情を押し
潰してしまう程急激であったために，それだけその反面には様々な社会的
文化的に由々しい問題をも孕んでいたのであった。精神史的な面において
もそれ等が反映して種々の理念が紛糾し， あれ程強力であったドイツ観念
論がその現実にあって下向線をたどっていた。 ラーベの詩人たるところ
は， この時期の人事自然の暗黒面を体感し，忍辱と深い内省のうちに事実
を直視し,しかもそれを覆い隠さず,妥協をきらい，自己の本然に立ち返え
る勇気を持ち続けて自らを養ない育だて主張していったところにあると言
える。彼の各創作期の視線がそれを象徴的に物語っているようである。
初期（1854～63）のironischにして杼情的な基調は「横丁に気をつけ
よ」， 「星を仰げ」 (,,GibachtaufdieGassen!@$,,,Siehnachden
Sternen!@@・LeuteausdemWalde,1862.(2)Bd.5.S、 160)という二
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つの言葉に集約されているであろう。あるがままの現実の姿と自分が期待
していた姿との相違，更に現実と自らの本質との相違を意識していると同
時にストアへの浪漫的な憧慢をもあらわしていて複雑な感情の素地をうか
がわしめるのである。悲哀感と憧慢はフモールの基でもあるが，全体感情
(Gesamtgeftihl)または全一感情(All-Eins-Gefdhl)たるGroBerHu-
morに達するには,H.ヘフディングが繰り返して強調しているように，
現実の由々しい諸矛盾と，それを身に受け，乗り越えんとする力とが激し
く火花を散らす葛藤となり, Seeleの最奥からそれに反応する「煉獄の
苦しみ」 （…einFegefeuer,indemdieGegensatzedesLebensund
dieringendeKraftedesDaseinsaufdeninnerstenKerndesSeelen-
lebensgeiibthaben,….(7)9.14)を経なくてはならない。中期(18
64～74）の作品を覆うている暗い悲観的な世界感情と激しいIronieをとも
なったリアリズムはまさにそれにあたり， ラーベは切実に世と内的に対
決をせまられているのである。「死体運搬車」(Schddderumpf,1869)とい
うアレゴリーのもとに現実の無気味な影より浮び上って来る成上り者の
祖父が投機的私欲のために，精神的な価値を備えた人々に護り育てられ美
しき魂として成長した孫娘を引っ櫻って行く。個人的人間的領域を守り，
その盗意に逆わんとするトーニーには病気と死しか残されていない。個は
全体の犠牲である。 ラーベは形而上的な全体的体験として「悪漢が主人で
あり， 主人であり続けるのは，死よりも悪い世の恐怖である」 (Dasist
dasSchrecknisinderWelt,chlimm ralsTod,daBdieCanaille
HerristundHerrbleibt．(1)Bd.3.S.219)と悲痛な言葉を吐いた｡人間
が人間の恐怖となる現実は神々のフモール(eing6ttlicherHumor,(1)
Bd.3.S.281)という言葉が示すように，神々の戯れと潮笑のうちに展開
している世であり，それに翻弄される個人としての存在の悲劇をこの期の
ラーベは専ら描いている｡一方アーブー・テルファン (AbuTelfanl867)
は主人公レオンハルト ・ハーゲブーヘル(LeonhardHagebucher)がア
フリカでの10年間にわたる捕りよ生活をアルキメデスの支点として故郷の
小都市根性や臣民根性や更に上流階層を持ち上げ現実社会の腐敗を描いて
余すところがない。初期の星への視線が虚無のうつるな眼窩へ専ら向けら
れ， それが｢死体運搬車｣の悲劇感のもとになっていることを示すものでも
ある。「自らを逃れざる程強く，また常に虚無の空ろな眼窩の中へ眼を注ぎ
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得るほど自惹としている人に幸あれ」 (Wohldem,derstarkgenugist,
sichnichtzutiberheben,undruhiggenug,umzujederStundedem
Nichtsindieleer nAugenh6hlenblickenzuk6nnen.(1)Bd.2.S.
574)．この言葉は,一歩誤まれぱたちまち他の在り方へ引き込まれんとする
状況とそれに必死に耐えているそれとを雄弁に物語っているものである。
この耐え抜く力量がラーベを完全なペシミズムと分裂とへ追いやらなかっ
たと言い得る。自我と世間という二律背反を意識し，現実を内的に超越す
るかまﾅこは死かという二者択一の切迫した場に立たされているのを痛
感したのがこの期のラーベである。ショーペンハウアーに多くを学び，更
にゲーテを切実に師と求める彼の努力は，変える能わざる運命としての現
実をそのまま自らに受け入れ， しかも見性下に自らを十全に生かす諦念を
我物とした。後期の諸作品， なかんづく自ら「我が最も良き作品」 (mein
bestesWerk)と言った「シュトップフクーヘン」 (Stopfkuchen,1890)
に於て彼のフモールは,Erzahlweiseや象徴を規定している世界観にあっ
ても余すところなく開花し，発揮されている。 「『シュトップフクーヘン』
で私はまさに世の上に最も自由で安全に感じました」 (,,beimStopfku-
chenhabeichmichebenamfreiestenundsichersten肱加γderWelt
empfunden.(11)S. 553)という確信にみちた言葉は， エドゥアルド
(Eduard)がシュトッフ･フクーヘンを讃嘆して言う「彼は少なくとも全く
彼の本然に従って生き，彼が為さねばならなかったことを為し遂げ， また
捨て去らねばならないことを捨て去った」 (,,erhatwenigstensmal
ganzundgarnachseinerNaturgelebt,hatge anundgelassen,
wasertunoderwaserlassenmuBte0@．(1)Bd.4.S.453)という言葉
とともに味わうべきであろう。彼の視線はこの小説の主題たる世界展望
(Weltmberblick)という変化の中の永遠に定着したものに成り,個はすべて
全一との関連(ZusammenhangderDinge)という世界感情のうちに秩序
付けられている。中期の｢死体運搬車」は「ハステンベック」(Hastenbeck,
1898）では「神の奇蹟の車」(Gotteswunderwagen)と化し， 現実との
架橋は自づと深い同情とそれよりの行為的世界となって現われている。
近代人の精神的危機を悩み抜き脱していったのがラーベの長いゆっくり
135
とした生長過程であるが， そのフモールは今日的な存在の問題を含んでい
ることが，彼の再評価となって現われ, F.マルチーニの言うように．「彼
の価値ある功績が成熟期及び老年期の創作にあるという認識が次第に広
まっているのである」 （…langsamverbreitetsichdieErkenntnis,
daBseinegiiltigeLeistungindenSch6pfungenderReifeunddes
Altersliegt.(9)S 76)。戦時蓮壕の中で読まれたという彼の作品には不
安な戦きをも超えさせる何物かがあるのである。
ラーベの極く概略ではあるが，上に述べたような作品の発展過程には，
殆んどノヴェレではあるが十指に余る歴史小説がある。 「樅の木のエル
ゼ」 (ElsevonderTanne,1864)もその一つで，中期の第1作と言える
ものであるが， これ以後優位を占めて行くぺシミスティックな暗いリアズ
ムと初期の杼惰性が交叉していて， これが尚一層詩情豊かな作品となって
表われているように思える。 ラーベの歴史小説の描き方を中心にそのリア
リズムや上記の発展過程との関連からこれがどのような問題の間を振れ動
いているかを観たいと思うのである。
（2）
ここで先づこの作品の筋のあらましを述べておくことにする。ハルツ地
方エーレント (Elend)のヴァルローデ(Wallrode)村の牧師フリーデマ
ン・ロイテンバッハー(FriedemannLeutenbacher)が吹雪の荒れ狂う
1648年のクリスマス前夜に説教文を起草しながら30年戦争の悲痛な体験
を，戦争という悲惨な運命のため魂まで荒された村人達によって惹き起こ
された恐怖の体験を想い起こしている。
マグデブルクで家もろとも妻子まで失なうという戦乱の無情を身をもっ
て知ったコンラード(Konrad)が教職を捨て，唯一人残こされた娘エル
ゼ(Else)を戦禍より護らんと町をあとにし「スウェーデン軍占領時代」
(Schwedenzeit)に村に現われたのだった。父娘は牧師を通じて村人と交
渉し，金を与えて森(Wald)の高い樅の木のもとに小屋を作ってもらい
棲家とした。その後12年の戦乱にもこの小屋は見つからずに済んだ。父娘
は村人達とは没交渉のうちに， なかばおづおづとして暮していたが，村人
達はコンラードの持物たる古い書物や様々な形をした器具やきらびやかな
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敷物を覗きみて危慎の念を抱いていった。牧師は孤独で，彼の慰さめは戦
乱によっても変化することのない美しい自然に親しむことであった。エル
ゼが病気になり，コンラードに薬草のありかを尋ねられたおり,牧師は彼女
を見舞った。黒い愛らしい瞳がそれ以来彼を魅了し去った。黒馬，子鹿，
野ぱとと四匹の猛犬に取り巻かれ，森の草花や樹木を友にして彼女は美し
く成長していた。牧師は彼女を森の魂(Seele)と呼び親しんだが，村人達
は二重の疑念で彼女を見るようになった。 1648年の聖霊降臨祭後第五週目
の聖ヨハネの日に牧師は父娘を聖餐に招いた。その前の晩彼が父娘の小屋
より帰るとき遠雷が轟き， その夜彼は悪夢に襲われた。その日が明け， コ
ンラードとエルゼが森のはずれに来たとき子鹿はせわしく動き廻ってエル
ゼを行かせまいとした。村人は群れ集まり，一人の老婆は彼女に気をつけ
るよう警告した。人々の不平や叫びを耳にしながらも牧師は父娘を教会へ
と導き入れた。恐ろしい戦争のつめ跡を残す教会の中にはしかし，小烏の
さえずり声が入り込み，牧師は危険を忘れて輝くばかりのこの日とエルゼ
を目にするのみであった。聖杯を彼女に手渡した時，彼は至上の幸福を味
わった。次の一瞬，村人達が口々に魔女だ，追い出せ，打ち殺せ， と叫ん
でいるのに気がついた。一人の女は墓場の土を入口にまき散らし，一人の
若者がかって村長が絞殺された枝を折り取って来て戸口に投げた。おさま
るまで待つようにという牧師の濤踏は村人達を農具で武装させた。三人が
教会を離れんとしたとき，角のあるつぶてがエルゼの左胸にしたたか当っ
た。エルゼは血を吐いて倒れた。
回想はエルゼの危篤を知らせる老婆の激しいノックの音で破られる。牧
師が吹雪をついて小屋に辿りついたときすでにエルゼは息絶えていた。コ
ンラードは途方に暮れ，牧師は世を呪い，山中をさ迷い，雪上に倒れ，再
び起き上らなかった。
(S)
-manschriebdenVierundzwanZigstenDecembrisimJahr
eintausendsechshundertachtundvierzig.[(1).Bd.1.S.443.]という冒頭
文の最後が示しているように， 30年戦争が漸やく終りを告げた年の12月24
日に，牧師が来し方を回想するところから物語りは始まるのであるが，歴
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史の時点が正確に明記され， その時点が， この小品全体の構成の上に重要
な役割を演じている。一般の歴史小説にもそれが言えるであろう。 19世紀
は歴史的なものの見方が発展した時代でもあり， それに触発されてか， ま
た浪漫派の影響もさることながら文学史上にも幾多の歴史小説が登場して
いる。 リール(WilhelmHeinrichRiehl,1823～1897)の ,Kulturhisto-
rischeNovelle"(1856)JP,,GeschichtenausalterZeit"(1856/64)な
どは有名なものであるが，市民としての生活精神にもとづいﾅこ伝統意識よ
り生じ，標題からも察せられるように文化史的な考察を主体にしたリアリ
ズムをもって描かれている。 ラーベが歴史小説を書いたことはこの傾向に
従がったと言えないこともない。事実彼は一時は歴史小説家として名が通
っていた。しかし彼の歴史ものは彼の本質から有機的に生じたものであ
り，独自の道を行くものである。
ラーベが歴史の素材を選ぶのは， あとで示すようにラテン語やら古風な
語形や言い廻しを好んで用いているとはいえ，文化史的な知識や，述べら
れる事件が如何に事実であったかを報告することを目標にしているからで
はない。歴史上の記念碑的な人物を偶像視したり， その周囲に展開する事
件を述べたりはしない。自らのいる時代を罷脱して，空想を自由にはせ得
る時空を求めている底のものでも勿論ない。歴史を詩作するとき彼は必ら
ず現実のもの,未来のものを見据えているのであって,歴史上の時代は超時
代的な関連を持った現象形態なのである。つまり象徴が彼の文学の生命で
ある。 「古巣」 (AlteNester,1879)の中の言葉「かかるものとしての各々
のものの背後にまさにそのようなものとしての世があるという大きな，慰
めのある真実」 （…,,diegroBe,trostvdlleWahrheit,daBhinterjedem
DingalssolchesebendieWeltalssolchesteht6$(2)Bd.14.S.266)
や｢文学はすべて象徴的である｡現実を述べることは高々興味ある読物に過
ぎぬ｡私が変らざるものを深みより持ち出すや,それを日常の現実の上へと
揚げるのだ｣(AllePoesieistsymbolisch.SchilderungderWirklichkeit
h6chstensnurinteifessantesLesewerk・HoleichdasBleibende
ausderTiefe,soh beichestiberdietagtaglicheRealitat.
(5)S､139)という彼の作品を規定する名高い言葉にもはっきりとそれが
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うかがえよう。彼にあっては常に一が全であり，個々の事象や運命が存在
全体の関連に向けて開かれているのである。アレゴリーを脱し切っていな
いが「エルゼ」にもそれがあてはまる。例えば，窓際に立って回想する牧
師の姿にそれが見受けられる。
Erwarsehrbetriibtunddachte,wahrendersostand,wiedas
deutscheVolkgleichihmmitgefesseltenHanden,zerschlagenund
blutig,herausgeschlepptseiundniedergeworfen.(S.445.)
この「彼と同様に」というのがラーベらしきところなのであり，形而上
的な全体的体験として表現することがラーベの創作技術の標識となってい
る。個々人のうちに人間全般が，時代的なもののうちにそれを超えて語り
かけて来るものが，歴史の果か無さの中に永続的な価値あるものが感ぜら
れるのである。物語りに登場しているものはすべて全体との内的な関連の
うちにあり，一見して意味のないようなものも語るものを持っていて，中
心への示唆を含んでいる。 ラーベの歴史ものは，既成のものやこれから成
り出でるものの中に，運命として繰り返される免れ得ない存在を具現化す
ることを意味し，歴史のうちにいまある世界の人間存在が示されるのであ
る。ここにこの時期のラーベの限界がある。即ち歴史的な現実を広く抱擁
できずにいるからであり， その時間性の中に捉われているからである。後
期のラーベにはこのような歴史小説は見出し難い。
しかし乍らラーベは過去を現実の体験圏内へ引き込んで描くのではな
い。散文としての客観性を十二分に保ち，歴史は歴史としてそれ自身の
価値を持っているのである。 日付によって時点が明記され， 史実に忠実
な時代背景によって示されているのはその一つである。 しかもそれらが
事件が展開してゆく決定的なきっかけをなしている。例えばコンラードが
エルゼを連れて森の高き樅の木のもとに現われるのは， 1636年9月24日ヴ
ィットシュトックの戦いでパネル将軍指揮下のスウェーデン軍が皇帝側連
合軍を打ち破り，恐怖の「スウェーデン軍占領時代」をもたらすその折で
ある。
BanerhatteamvierundzwanzigstenSeptembersechzehnhundert-
sechsunddreiBigdieSachsenundKaiserlichenbeiWittstockin
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grimmigsterFeldschlachtgeschlagenundwarHerr inDeUtsch-
land.AchzigtausendFeindeerwtirgteer,undsechshundertFahnen
undStandartengewannerwahrendseinerKriegsftihrung; aber
dasVolknannteschaudernddieJahre seinesKommandos die
,,Schwedenzeit6:unddurchdieJahrhunderteklingtderunsagliche
Jammer,dendiesWortbedeutet, leiseundschaurigfort.
InderSchwedenzeiterschienElsemit ihremVaterzuWallrode
imElend. (S.446.)
先程manschrieb…，の文を引用したが,rnanという不定代名詞が表わ
すように客観性のうちに， 日付の正確な記述によりそれに年代記風な報告
体の性格が賦与され，史実にのっとった時代背景が戦闘の場面や， またそ
れに結果する民族の受ける「言うに言われぬ悲痛な苦しみ」が可成り即物
的に述べられるのである。またコンラードが教職と住みなれた故郷マグデ
ブルクを捨ててエルゼを護らんと避難所を求めるきっかけは， 1631年5月
1日のティリー将軍(皇帝側）の軍勢によるマクデブルクを奪取せんとす
る破壊攻撃作戦である。
ErwareinLehreranderDomschulederunglticklichenStadt
Magdeburggewesen,undmitseinemHausewarenseinWeibund
seinebeidenaltestenKinderverbranntamzehntenMaidesJahres
sechzehnhunderteinunddreiBig・IhnselberhattedasGeschickmit
demjtingstenKindindieDomkircheunterdietausendjammer-
vollenMenschengeschleudert,welchennachdreiTagenderTo-
desangstderKaiserlicheGeneralJohannTze k aSvonTillydas
schenkte,wasalleinerihnennichtnahm,dasLeben.(S､457)
苛酷な運命を背負わされるのは常に歴史という巨大な波に巻き込まれる
一般の人々であるが， スウェーデン側のトルステンソン (Torstenson),
ケーニヒスマルク (K6nigsmark),う。ブール(Pfuhl),パネルといった
諸将軍が賊属し，ティリー，ハッツフェルト (Hatzfeld),ガルラス
(Gallas)等の皇帝軍高官達が登場して，宗教擁護という名のもとに，ド
イツが外軍軍勢に躁踊される舞台となった運命の歴史的背景は益々鮮明化
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されている。ラーベは時代色を出すのに細心の注意を払っている。日付や
将軍達ばかりではなく語形や文体にまで気を配り， ラテン語や古風な語形
や表現法を用いるのである。Decembrisはすでに出て来たが,更に例を拾
うと，教師コンラードはderMagisterKonradus,牧師フリーデマンロ
イテンバッハーはDominusMagisterFriedemannLeutenbacher,又は
EhrnF.L､このような名前や職業や称号等は繰り返して用いられているの
でその度毎に我々の意識に飛び込んで来るのである。 ローマ帝国は
ImperiumRomanumとか，その他まだ色々とある。このような単語ばか
りでなく，文にまで使われている。コンラードが牧師に最初の出会の際の
失礼を詫びると共に小屋作りに村人達の手助けを借り度いむねを願い出
る時の言葉がその例である。 ,,Domine,…,DieZeitsprachausmirund
meinSchicksal;verzeihemir.Nonsumimpostornecproditornec
erronecmagusnecThraso…"(S.449). ラテン語文の意は「私は詐欺
師でも裏切者でも放浪者でも魔術師でもトラソーのような大言居士でも
ありません」というのであるが，当時の教養人がラテン語を好んで用いた
事実をふまえていよう。文体の例を挙げる。 ,,WohlaberwuBteer,wo
Gotteinjeglichheilkraftig,gesund,balsamischundgiftigKrautlein
inseinemWaldewachsenlieB".(S.455).jeglichやそれに続く形容詞も
そうであるが「神が生えさせている所」という表現の仕方は，いかにも牧
師の言葉らしくもあると同時に,古風である｡古風といえばこの小品の標題
が,,ElsevonderTanneoderdasGltickDominiFriedemannLeuten-
bachers,armenDienersamWortGotteszuWallrodeimElend@@
であるのもその部類に入ろうし， また日付が数字でなく文字で長々と書か
れていることも同様である。
更に客観性を示すものとしては， ラーベが全体をironischな距離のう
ちに見ている事実が挙げられる。
･･･einesolcheZeitdesGreuelsundderVerwtistunghattedieWelt
nichtgesehen,seitdaslmperiumRomanumversankvordenwan-
derndenV61kern.(S.443)
ESistnichtauszusagen,nichtandenFingernherzuzahlen,was
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niedergingdurchdiesendeutschenKrieg,welcherdreiBigJahre
gedauerthat.(S.475)
年代記風に虚構された明確な時点の規定とその歴史的背景の即物的な記
述，時代色を出す工夫，省察的でironischな距離に見られる客観視はリ
アリズムの一特徴である．観ることとエルゼの致命的な負傷という頂点の
象徴とが一致しているのがラーベの歴史小説であると言える。これ等が一
体になって，現実に於ける人間存在との関連の中に見られ，常に現実に語
りかけて来るのである。時代と民族との運命を述べるのに， ラーベは彼自
らその中にあると感じているから，同時に期待し，恐れ戦きながら， また
憂えつつ自ら事件の中へ入り込んでいる。
ラーベの歴史小説は歴史を動かす側に立って書かれていない。歴史の災
禍に無力にも曝され，苛酷な運命を悩み抜かねばならない， ありふれた人
々の側に立って，苦悩や犠牲や苛酷な日常を通して描かれている。 ラー
ベは歴史という巨大な嵐の中に呑み込まれた人々を拾い挙げる。 コンラ
ード，エルゼ，牧師，更に村人達もすべてこの何物をも巻きこまずにはお
かない30年戦争の犠牲である。コンラードについては先程の引用で既に述
べた。牧師の手首の周りの傷跡は先づ戦乱の苦痛な思い出を呼び覚す。
UmseineHandgelenktrugerdieblutigrotenSpurenundStrie-
menderStrickeundRiemen,welcheihmdieRaubgesellendes
GeneralPfuhl,dersichriihmte,alleinachthundertD6rferver-
branntzuhaben,anlegten,alssieihnzWischendenGaulenfort-
schlepptenindenWald・DesGallasbarbarischVolkhatteihnden
schwedischenTrunkprobierenlassen;undwasLinnardTorstensons
fliegendeScharenanseinemarmenLeibeundanseinenPfarrkin-
dernvertibthatten,daswarnichtauszureden.(S.444)
ここに出てくる,,schwedischerTrunkG$というのは拷問に使われたもの
で， 口を割らせるために漏斗容器から飲ませた水肥だそうである。村人達
は打ち続く戦乱という運命のいたづらに足をさらわれ，心の依り所を失っ
た哀れむべき存在として述べられている。
Sietrautenniemandemmehr,nichtdemNachbar,nichtdemVer-
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wandten, jakaumnochdemHerrgott. Siefluchten,wennsiean
dieerduldetenLeidenunddasgegenwartigeElenddachten,undsie
warenleidersoimRecht,daBsieniemanddarumstrafenkonnte.
(S.450)
エルゼはこれらの人々の犠牲となる。大きな歴史の世界の生み出す緊張
感が, その中を悩み抜くことを強いられた平常の人々に及ぼした影響のう
ちに眼に見えてくるのである。牧師の回想のうちに示される1648年の聖ヨ
ハネの日に17世紀の世界史が無気味な力動感となって盛り上がり，その事
件のうちにドイツ史そのものの宿命が象徴化されているわけである。
理知的，精神的なものを基礎にしないのがラーベの歴史ものである。彼
自身をも含めて人間を内面からも脅かしている運命感や， それより生ずる
気分(Stimmung)というdasSeelischeをもとにして描くのである。登
場人物をも知的に取り扱うことはしない。それ故彼の作品には特別な色調
がある。即ち感情をもとにしたものから全体の雰囲気が創り出されるので
ある。
.･.dasirdischeLebenwarsobitter,daBmanesnurertragen
konnte,wennmanesvergaB;aberderPredigerimElendkonnte
esnichtvergessen…erwarimJahresechzehnhundertzehngeboren;
allein,dreiBigJahreseinesDaseinsmochtendreifachundvierfach
gerechnetwerden;…(S､443)
彼の物語りは客観視しgeistigな克服を志向する距離に留まってはいな
い。常に杼情的，物語詩的な特徴を含んでいる。 この様な作品の決定的な
要素は，素材なのではなくて， それがこの様なseelischなものを完全に
具象化するFormに変っていることなのである。
ラーベは様々な手法を用いて我々を歴史の世界へ導いている。先程挙げ
た日付やその背景やそして語形や文体などは，ただ単に客観性を示すだけ
のものではない。彼が心をくだいて読者を歴史の中へ導いて行く手段とな
って生きているのである。注意を要するのは，僅か30頁あまりのこの小品
の中に繰り返し数十回もでてくる,,imElendq@という言葉である。 ,,Dorf
imElendG@,,,WallrodeimElendG@,,,PredigermElendG@,,,Pfarrer
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WallrodeimElend","VolkimElend"などという結びつきで反復され，
ライトモチーフともなっているこの,,Elend@;は「悲惨」とか「災厄」とか
いう意味を持っているが，実はハルツの一地方名であることは初めは分ら
ない。四度目に出て来てやっと説明されている。
...er(Pfarrherr)warimElendaufgewachsen,und,,ImElend"hieB
diehungrigeWaldgegend,inwelcherseinPfarrdorflag(S.444).
ラーベは何物をもその渦中に呑み込まずにおかない時代と，事件の展開
する場とをぴたりと一致させているのである。繰り返しによってそれは絶
えず二重の意味を響かせているのはいうまでもない。物語りが始まるのは
すでに事件の終った後であり，中心事件は回想という柄をつけられて述べ
られ， また元に戻って牧師が雪に埋もれて動かなくなるまでで終るが，読
者は恐怖の時代の奥行きへ， そしてその前後へと観る者となって導かれ
る。そしてその気分に共鳴させられるのである。
事件の頂点やその結果としての思想がこの物語りを支えているのではな
い。あくまで気分であり，波打つ感情である。それが即物的な厳しさのあ
るリアリズムにも拘らず問題なのである。その波を表現する言語のリズム
に乗らなくては「エルゼ」のような作品を理解し得ないであろう。
ElsevonderTanne,diesch6nsteMaid-ElsevonderTanne,die
vonderSiindeunddemGreuelderWeltimWald,imElend
unbertihrtgebliebenwar!Elsevon.derTanne,diereinste,heiligste
BlUmeindergrauenvOllenWtisteneiderErde-Elsevonder
Tanne,dieSeeledesgroBenWaldes.(S.458)
恐怖の荒野と化したこの世に触れることがなかった魂であり， この小品
のイデーたる樅の木のエルゼを讃える詞の表わすリズムは，感情とSeele
で受け止めた体験に音楽的な表現を与えている。ジャン・パウルや浪漫派
の遺産を見ることも出来よう。確かに民謡風な詩が2つ(S.458,462)も
文中に挿入されており，エルゼを4匹の猛犬や黒い馬や子鹿や野鳩に取り
囲まれ「安全な日の当たる霊化された森の中にいる」Magdleinganz
holdselig,einzartkleinKind等と表現しているのは浪漫派文学のもの
であるしメルヘンのシチュエーションでもある。牧師が惹きつけられて行
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くのを表現する文は，頭韻や平行的並列的な表現のうちにリズムとなって
そのような色彩が強く出ている。
NunhatteeineWunderhandausfremdemLandeindieWildnis
undWtisteeingrtinZweigleingetragenundesndieschwarz ,
traurigeErdegesteckt,undEhrnFriedemannhatteinVerwunde-
runggestandenundzugesehenunddieBedeutungnichtgewuBt.
AbereinieglicherTag,derkam,brachtedemZweigleinseinTr6-
pfenSegen,undjeglicherTag,derkam,tatSeine asWunderin
derWtistezurVollendungzubringen．(S.451)
リアリズムとこのような浪漫派的なものが一つになっていることこそ詩
的リアリズムの一特徴でもある｡上に挙げた2つの例は,まずこの物語りの
一方の気分であるが自然の息吹きの象徴としてこれまた数十回も反復され
てライモチーフとなっている｢高き樅の木｣のもとの世界と歴史そのものの
悲運を蒙っている ,,imElend@.の世界との出会によってこの物語りが組立
てられているように，エルゼの死という頂点へ向ってその気分も高まって
行く。あらゆる技術を駆使してラーベは物語りが頂点へ導かんとする｡筋は
前後に飛び，回想，予感,ライトモチーフ,繰り返し等々がすべてこのリズ
ムの中へ流れ込み，語彙，名前，外国語等もその中に生き， その響きとと
もに雰囲気を作り出している。 ラーベ自ら直接事件の中へ入り込み， また
報告的な ironischな距離を保つ。年代記風な様式と物語詩的な感動的な
リズムのうちを振れ動き，明るさと暗さの間を往復し， このように気分の
層を結びつることによって多元な深さを得させるのである。ここに現われ
るラーベのリアリズムは，人間在存の意味する終局的に究め難きものを感
じさせるということにある。
村は匿名の集団として性格付けられている。老婆ユスティーネ以外は名
をもって呼ばれていない。エルゼの世界とこの集団の表わす両極間の緊張
感が頂点に向って徐々に高まって行く。コンラード及びエルゼが牧師と五
回出会うことを通じて次第に張り詰めの度を増して行く。 ここに戯曲的な
物語りの特徴があると同時に，一つの目標に向け，一見して偶然的なもの
ではあるが重要な暗示と働きを持っているものが配置されている織密な
構成を示すノヴェレの標識を含んでいるのである。近代的構成法の一つで
ある漸次的露呈の技術(dasRtickblenden)をラーベは細かい神経と共に
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用いている。
物語りは最後の出会いたるエルゼの死の少し手前より始まり，冒頭文の
好Lえ叫ぶ吹雪が外から内へ導くライトモチーフとして働いている。
Esschneieteheftig,undeshattefastdenganzenTaghindurch
geschneit・AlsesAbendwerdenwollte,verstarktesichdieHeftig-
keitdesSturmes;dasGestaubeundGewirbelumdieHiittendes
DorfesschiennimmereinEndenehmenzuwollen;verwehtwurden
WegundSteg.ImwildenHarzwald,nichtweitvondessenRande
diearmenH[jttenineinemHaufleinzusammengekauertlagen,
sausteundbrausteesmachtig・EsknacktedasGezweig,esknarr-
tendieStamme;derWolfheulte,wenndieWindsbrauteine
kurzeMinutelangAtemsch6pfte;-man…(S.443)
頭韻，脚韻，同音反複，擬声音的動詞，擬人化，修辞法のうちに生き生
きとしかも無気味なリズムの中に荒れ狂う猛吹雪は，中心へと向けられた
小道具であり， ライトモチーフとして個々の場面を結びつけている。エル
ゼの死と共に吹き起り (S.471),牧師が樅の木のもとに達するや突然止
む(S.469)。そして彼が小屋を離れるとき再びその声を挙げる。同じくライ
トモチーフとして働らく牧師の手首のまわりの傷跡は戦乱の恐ろしい体験
を呼び覚す(前出)。しかしそれはエルゼヘの愛を知るや彼を弧独から引き
出して神をみた「約束の記し」となる。
DierotenNarbenumdieHandgelenkedesPfarrherrn~vonWall-
rodewarenZeichenderVerheiBungwiederGriffdesEngelsan
derHtifteJakobsaufderStattePniel,diedaheiBt:IchhabeGott
gesehen,undmeineSeeleistgenesen．(S､459)
牧師が他界するとき， その両手は胸の上でその手首の傷跡で交叉する。
最初の出会いの際に牧師の村に下りて来て暮すようにとの善意と好意は
コンラードの不信と衝突し，第二のそれはﾛ丁重な対話のうちに「小屋の建
設と平和｣というコンラードの願望が村人達の濤跨のうちにも満たされる。
第三の場面は牧師がエルゼに啓示を見出した明かるい輝くばかりの色彩で
描かれる絵であるが，ただ一つ暗い響きがメルヘンの中へ入り込んで来
ている。薬草Hyperikumは聖ヨハネの草(Sankt-Johannis-Kraut)と呼
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ばれているということであり，魔女狩りというあのヨハネの日の暗示であ
る。
森の精エルゼに牧師は彼の今まで知らなかった， また心の中にただぼん
やりとしていて,痛ましい,定かでない憧慢を抱いていた存在の啓示を見出
す。魂に憧がれる水の精ウンディーネを引き合いに出して明らかに童話を
ラーベは思い起さしめる。牧師には奇跡が起こり， あらがい難く彼をエル
ゼの黒い瞳が魅了する。彼はエルゼヘの愛のうちに水に映る孤独な自分の
姿に感ずる恐れを」を克服し， 「軍勢の行進が平野の中に引いて行った黒
い恐ろしい線」を忘れる。コンラードと牧師の言葉はエルゼを中心に「互
いの孤独より導き出して互いに向い合うようにする｣。
GesternnochwarderWaldgrtin,g sternnochbltihtenalle
Blumen,sprangenalleQuellen;gesternnothwandelteElsevonder
TanneinderAnmutigkeitdesJahres…,Gestern,gestern!Wer
kanndenGramermessen,welchersichind mkleinenWorte
bergenkann？EsistdergierigeSchlund，derdasgespenstische
Morgengebiert,welchesunsmittausendfachenS recken
angstet,bisdiefinstereH6hle,dieallesverschlingt,wodurchwir
leben,unsselberinihreTiefenherabzieht.
GesternwandelteElsevonderTanneimLicht sFrtihlings
unddesLebens,undheute-heuteschrieb……(S.460)
この対句的な抑音によって表現される文が第四の頂点たる場面「乙女の
死の物語り」へ引き入れる。数々の不吉な予感が美しき日の当る朝の上に
広がり 「バプディスマのヨハネの日｣，盗意により殺されたる予言者の
日，物語りの最高点を導き入れるのである。その年の最後のナハティガル
の謡声，前夜の遠雷，牧師の恐ろしく不安な悪夢，いつになく制駅し難き
鹿，不信に背を向ける人々， そして陰気なクレッセンドを締めく くって
「気をお付け，気をお付け，乙女よ.ﾉおまえの若き命にお気をつけ，愛し
子よ./」という老婆のしわがれた声が響きわたり悲劇が始まっている。乙
女の死が1648年の平和の年のクリスマスの晩に訪づれるように，夏の頂点
たる聖ヨハネの日（まさに太陽の夏至点として迷信に結びついていよう）
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に， しかもエルゼの誕生日に計算されている。
牧師が教会でエルゼに聖杯を差し出したとき牧師は最高の幸福‘を感ず
る。AlsderPfarrerdasschlechteZinngefaBdemstiBenMundeder
Jungfraudarbot,durchrieselteihneinh iligerSchauer,einGefiihl
unendlichenGldckes.(S.464).同時に外では迷信と魔女の妄想に駆られ動
物的な憤りにまで化した群集たる村人達によって「魔女だ.／魔女だ，魔女
だ./打ち殺せ,打ち殺せ,打ち殺せ.／」と絶叫される。教会内で待つように
いう牧師の濤踏が，助けんとするまさにその意志がより速くより確かに不
幸へと導くのである。Erahntenicht,wiesehrd seZ6gerungdie
drauendeGefahrverstarkte.(S.464)
エルゼに対して，不信と迷信と魔女の妄想に駆られた匿名的な集団とな
って，恐ろしい不正な悪魔的な集団暴力を加える群集は同時に歴史という
巨大な尺度によって悲惨な迫害を受けたものである。 この歴史により無防
備に迫害された人々がより無防備なエルゼを憎むところに悲劇がある。こ
の悲劇を駆り立てるものはエルゼが他国者であるからなのではない。エル
ゼという美しい存在そのものへの憎悪なのである。
ここに於いてラーベが大衆心理描写の巨匠であり，すぐゞれたリアリスト
であることが証明されよう。悲惨な運命に無防備に曝され，掠奪されたる
者自身の絶望がより哀れなる存在にそのはけ口を向けるのである。暗黒無
意識の衝動となった，大きな力への復しゅうなのである。事件だけをただ
述べるのがラーベではない。彼はその事件を起こす人々の胸奥にあるその
暗々黒々たる原型まで透視しているのである。悪そのものの生じて来ると
ころをである。日常の仲間へではなく 「他国者」たるエルゼに向けて身に
受けた苦しみや不幸のはけ口を開く無意識な押えようのないその衝動のう
ちに歴史という巨大な運命の渦巻がとらえられている。
ここに謂ゆる噴罪羊(Siindenbock)のモチーフがある。宗教的，儀式的
な清抜の意味としてではなく， 自らのどうしようもなさをデモーニッシュ
に晴らさんと襲いかかる対象としてである。 ラーベは如何にこの憎悪が，
外面的には人々と同じような災難を蒙むっているとはいえ，内面的には時
代の悲惨さを人々と同じようには味わっていない者へ，心的な存在から生
148
ずる自由を有しているものへ向けられるかを強調しているのである。本当
の苦しみを彼等に与えたものに向って憎悪を向けられないために，彼等よ
り弱きものへとそれを向けるのである。彼等と同じような災難と苦しみを
エルゼにも要求せんとするのである。盲目的にその衝動に駆られる大衆が
如何に殺人的な行為を犯すまでにいたるかを大衆心理を直観的に洞見する
ことによってラーベは述べているのである。しかも彼は同時に，時代の災
厄が如何に人間の犯罪にまでなるか，大きな力の紛叫が小さな人間の犯罪
に導くかを見ており，支配者達の責任のなさが一般の人々を衝動的に無秩
序に自らを失なう盲目へと導くかを見ているとも言えよう。
人々に罪なしとしているところがラーベのぺシミスティックなものの見
方を示している。エルゼは死に際して彼等を許すようにいう(S.472)。無
秩序の中に衝動的に由々しい事象を惹き起こす人々は歴史が与える由々し
い事象に，無秩序に打ちのめされた哀れな者達である。人間そのものが歴
史によって身体もろとも弄ばれている存在であるにすぎない。ラーベに於
ける大衆はそのまま現実の時代の世たる混乱にとりつかれた状態の象徴で
ある。後期のラーベはこのような世をSakulum(俗世）という言葉で表
現している。それと闘う感情が内的な自由を我が物とせねば，世にかまけ
て自らの存在を得られずにSakulumに屈するというのが本来のテーマと
してあるのであり， この内的な自由への道こそラーベの歩み続けるものな
のである。この小品では孤独なコンラードと牧師を通じてぺシミスティッ
クな感情がよりはっきりと表わされている。即ち個人的人間的な存在が許
されないということである。コンラードは魔術師とされ， エルゼ同様気味
の悪い存在と見傲され，エルゼを救わんとしてやって来た人間的な行為そ
のものが， その意志が逆にエルゼを失なう結果となる。孤立して身を引い
て暮さんとする意が逆に大衆の前に曝け出させる運命となる。牧師のエル
ゼに対する愛は聖餐の際に一瞬最高に充たされるとはいえ，持続的な充実
とはならないところにも悲劇がある。世に干渉されずにとどまることは出
来ない。神的なものへの郷愁から充実した人間関係を持続させることが不
可能となっている。エルゼが負傷するときこの世が啓示されている。先に
挙げた「死体運搬車」の言葉でも分るように人間にとって人間が恐怖であ
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る現実である。個の存在もこれまた時代に脅かされ， それに弄ばされると
いうところに歴史像に於けるラーベのペシミズムがあると言える。更に言
うならば他国民との間の争いではなくて同じドイツ国民の間の悲劇をラー
ベが専ら描いているのは，歴史的現実に対する彼の ,,wie$@を示すととも
に宇宙的に支配している力としての闇を何ものをものみ込んで止まない時
代のうちに明らかにしているものであり， これが形而上的な体験となって
いることが分かろう。 ラーベは既にショーペンハウアーに近づいているの
である。
このような歴史像のペシミズムと心の深層までをあらわして行くリアリ
ズムがラーベの持味であり，他のドイツ・ リアリズムの作家には見られ得
ないものなのである。
（4）
Seeleに波紋となって拡がっているこの世界感情は精神史的な問題の周
囲に触れ動いているものである。ニヒリズムや実存の問題にまで連なって
いる弁神論的なそれがこの小品にいま一つの色彩を与えている。神の隠れ
た三十年戦争， クリスマス，牧師等の宗教的な布石を基にエルゼの悲劇を
盛り上げていることからも明らかで，牧師の回想(Er-innern)と，そし
て彼及びコンラードの独白及び対話が主となっている第五の場面に尚一層
はっきりとして来る。 ”…daerwuBte,welchetierischerVerdum-
mung,welcheSchmachundwelcherJammerdesMenschen…kau-
erten,sowandtesichseinGeistauchvonihnenab,umangstvoll
suchendweitzuirren.@;(S.445).
この悲劇を前に「不安にみちて探し求めつつさ迷い続け」 る牧師は，
決してFriede-mannではなく，「かれはわが肉と肌層をおとしめわが骨を
催き…われをして長久に死し者の如く暗き処に住しめ…」 (S.445,467.)
という予言者エレミヤが旧約の怒りの裁きの神に会って発せる哀歌に形象
化されているように，信仰の試練の中へと打ち沈む魂であり，闇に投げ込
まれて不安に戦いているものである。
"Jawohl,weheuns!Esistgeschehen-GottesWilleistvollbracht.
ErhatseineHandabgezogenvonderErde,erhatdieV61ker
l50
verstoBenunduns vernichtet; esistkeineHoffnungundkein
LichtmehrinderWeltundwirdauchnimmerwiederkommen.
WirhabenunsgestraubetgegenseinemachtigeHandundsind
geschlichenwieDiebeinderNachtmitunsermundderErde
letztemSchatzundEdelstein, ihnseinemAuge zuverbergen: er
aberhatunsaufgefunden, iiberunsgehauchetundunsgeschlagen
mitderGeiBeldesZornes; erhatunsergelachetundgegriffen,
wasseinwar・Werwillsichnunfnrderwehren？Esistnicht
ntitzeundverlohnetderMiihenicht!LassetderSiindeundder
SchandeStromschieBenundbrausen-werwillnochDammebauen
gegendesHerrnWillen？DerHerrspottetderErde，undseinem
LachenlauschetderAntichristinderTiefe;stehetundruftden
Seinen:Wachetauf,wachetauf,ihrFtirs enderNacht-derSchein
GottesgehetausderWelt;steh tzudenRiegeln,ihrGewaltigen,
diePfortendesAbgrundesaufzuwerfen-unseristdasReich!G@(S.473)
神の怒りの噺笑のうちに悲惨な姿となって転じている世，その中に投企
され，闇なす深淵の王国の扉の前に立たされている個人の存在がこの牧師
のモノローグに如実に現われているであろう。悲劇を生じせしめている
｢神の全能の手に抗がっだ」というのは,E.ペンツォルトの「天使の
鎌」 (dieSense)にまで連なるものであり,｢神の噺笑を耳にする反キリ
スト者」はそれに挑戦せんとする無神論やニヒリズムと境を接していよ
う。W・ボルヒェルトの「戸口の外で」(Draul3envorderTtir;1947)
でベックマンが絶望から救いを求めて叫びを発しても「誰も答えない」よ
うに，隠れた神を呼び出すかの如く 「エルゼ.ノエルゼ.ﾉ」と叫び，耳に手
を当てるフリーデマンには「誰も答えない｣。 (S.473)。名状し難い不安
のうちに（"…insolchernamenloserAngst…,"S.470),彼は吹雪の山
中に自らを駆り， さ迷い，崩れ落ちる。
しかし一方,｢樅の木」や「エルゼ」に象徴化されている損なわれざる自
然や則天無垢な姿のうちには救いの力として新約的な愛が描かれている。
ここにラーベにおいて顕著な汎神論が見られ得るのである。
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DerPfarrerimElendhatte, imGegensatz zu seiner Zeit,
immerdaraufsinnigstemitderNaturverkehrt; (S､453)
「高き樅の木｣， 「大きな森｣， その「森の魂｣たるエルゼの圏内にあって
牧師は愛の救いの力を体験する。戦乱の最中に受けた手首の赤い傷跡が
｢我が心療されたり」 （前出） という神を見た「約束の記し」に変るよう
に，牧師は自らの弧独な姿を脱し，対抗する世界から和して互いの為にあ
る世界へ移り住む。浪漫派の人々のように， ラーベは愛を宗教的に解示
し，地上の愛を天上のものと結びつけているのである。前後に長く続く悲
惨な時間の一点時にこれを明らかにするこの小品はノヴァーリスを想わし
める魔術的な理想主義を含んでもいる。コンラードがエルゼの死にあって
｢魂の不死」を暗示するう。ラントの,,PhadonC.を開いているように(S.
472)。
SeineWundenwarengeheilt,s ineKettenabgefallen,die
MauernseinesGefangnisseswarengebrochen,…Elsevonder
TannehattedemPrediger…dasGltickgebracht,…Ihnenbeiden
wardasBestegegeben,wasGottzugebenhatteindieser
ChristnachtdesJahresintausendsechshundertvierzigundacht.(S.
474-475）
ここに触れて来たように，牧師を通して見られ得る実存的状況に連なる
弁神論的問題をも含んだ現実に対する烈しい懐疑の念や更に汎神論的志向
に包まれ，杼情的浪漫的要素で詠いあげられた小さくも純粋な善き愛らし
きものへの愛はそのまま所謂詩的リアリズムの好標本ともなっているので
あるが．同時にラーベの複雑にして双価的な感情を示すものである。勿論
此等は初期の諸作品にも十分見受けられるものでもあるが，現実への疑念
は信頼の念に劣っていた｡｢自我｣と｢世間」の溝が鋭化された第二期に悲観
的なものが優位を占めてくる。フモールという山嶺に至るにはこの時期を
突切って，矛盾し合う諸感情が一つの世界観に裏付されて平均化され統一
されなくてはならない。 ラーベの体質は初期の作品に強く現われている杼
惰性を基にしており， この作品以後杼事性の影に次第に底流となって行く
が，後期のフモールにもこれがタクトを取っているのである。 この作品
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はうモールとなって行くもう一方の現実との勇敢な闘いの感情と自己主張
の意志とを見出させることにも事欠いてはいない。
AberwennderMenschseineSeelegibt,somuBeraucheine
Seelewiederempfangen,wennsichnichtderhoheSegenzum
bitterstenUnheimverkehrensoll,undesisteinerlei,obdieSeele
einemWeibe,einerDichtungodereinemgroBenWerkundPlan
zumBestenderBrtiderdesErdentagesgegebenwerde.(S.454)
ラーベのフーモルの形成過程には， またここに少し触れてみた悲観主義
的な感情の基づくところには，個人的な体験のあることは勿論である。そ
れには繊細多感にして我の強い， しかも傷つきやすいラーベの体質があず
かっているが， これ等については後の機会に述べることにしたい。
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Über Wilhelm Raabes „Else von der Tanne" 
Iwao MOROSAWA 
Raabes geschichtliche Novelle „Else von der Tanne", eine der 
leicht zugänglichen, stammt vom Beginn seiner zweiten Schaffens-
periode, die durch ein tragisches Weltgefühl und einen ironisch-
pessimstischen Realismus gekennzeichnet ist. Diese tragisch-
ironische Weltschau ist aber als Ausdruck der inneren Auseinander -
setzung mit der Welt die unentbehrliche Voraussetzung für den 
„großen" Humor, der sich in seinen späten Werken, insbesondere in 
seinem „besten" Werk „Stopfkuchen", völlig entfaltet. ,,Else von 
der Tanne" bedeutet, wenn es auch mit lyrischen Elementen ist, 
die Vorwegnahme der oben genannten Züge in der zweiten Periode 
Raabes. 
Raabe schildert die Geschichte mit seiner eigenen Symbolik, 
in der er auch das Gegenwärtige und Zukünftige schaut. Aber die 
Geschichte hat doch ihren eigenen Wert. Das Chronikstilhafte, 
Zeitkolorit und die rückschauende Zusammenfassung zeigen seine 
Objektivität und ironische Distanz, die zugleich realistische 
Züge sind. Aber Raabe gestaltet die Geschichte nie nur aus dem 
Geistigen. Er begründet sie in dem Seelischen. Eine schwermütige 
Stimmung und Schicksalsgefühle als Seelenerlebnis überdecken 
seine Novelle. ,,Er fühlt sich tief in die Geschichte hineinge-
boren." Er. läßt mit feiner Sorgfalt die geschichtlichen Stoffe 
in diese Stimmung einfließen, und die Leser fühlen den dieses 
Seelische ausdrückenden Sprachrhythmus. Mit feiner novellen-
mäßigen Technik führt er uns auf den Höhepunkt. 
In der tödlichen Verletzung Elses durch die anonyme Macht des 
Bösen als Masse offenbart uns Raabe das Unergründbare im mensch-
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liehen Dasein der gegenwärti5 en Welt. Die Masse als Symbol des 
„Säkulums" determiniert das individuelle Leben, und ciieses ;·.-ird 
damit auch ein mitgerissenes Objekt der Geschichte. Dieses me-
taphysische Erlebnis der Welt drückt Raabes geschichtlichen 
Pessimismus aus, und zugleich zeigt er sich als herber Realist 
und als Meister der Massenpsychologie, indem er das Böse sich 
aus dem Seelenarchetypus hat steigern lassen. 
Die herbe Weltskepsis, die die Existenzsituation mit der 
Theodizeefrage umkreist, der Pantheismus, den Raabe hier in 
des Predigers Naturliebe, Waldidylle und dem Symbol der hohen 
Tanne zeigt, und die romantische Gesinnung in der lyrischen 
Stimmung, sie bilden den kennzeichnenden Grundzug des poetischen 
Realismus. Aber sie zeigen zugleich auch die komplizierten Ge-
fühle Raabes, die aus seinem inneren, unüberbrückbaren Zwie-
spalt zwischen Ich und Welt entstehen. Es fehlt Raabe jedoch 
die Tapferkeit nicht, mit der Welt zu kämpfen und sich selbst 
zu behaupten. Das an der Welt leidende G~müt, diese Tapfer-
keit und die Liebe zu allen guten Mächten, die durch Else ver-
körpert ist, wachsen später zu einer Einheit, zum Humor. Die 
Novelle „Else von der Tanne", die natürlich organisch aus 
Raa bes Wesen gewachsen ist, weist deutlich auf die lyrische 
Anlage Raabes hin. Dieses Lyrische liegt seinem Humor später 
zugrunde und bildet den Grundton. 
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